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1.0 はじめに
SUS 1.0 SP1 (Microsoft Software Update Services 1.0 Service Pack 1) では、お客様からのリクエストにお答えするかたちで機能を拡張すると同時に、以前の SUS 1.0 リリースで見つかった問題点の修正を目的としています。このリリース ノートは、そういった機能拡張や問題点の修正について説明するものです。
Service Pack の内容
ダウンロードした Service Pack には実行ファイルが含まれています。SUS 1.0 SP1 で新たに追加された機能を利用するには、このファイルを実行します。 

2.0 Service Pack のインストール
SP 1 をインストールする前に、インストールに関する以下の説明を注意してお読みください。
* 注： SUS 1.0 SP1 では「slipstreamed」インストールが可能です。したがって、SUS 1.0 があらかじめインストールされていなくても、SUS 1.0 SP1 をインストールすることができます。
2.1 Service Pack をインストールする前に
Service Pack のインストールに関する動作は以下の通りとなっています。
1) インストール先のコンピュータに SUS 1.0 サーバーがすでにインストールされている場合、Service Packのインストールにより SUS 1.0 サーバーがアップグレードされます。その際、SUS 1.0 サーバーに記録されていた設定内容は失われません。
2) インストール先のコンピュータに SUS 1.0 サーバーがインストールされていない場合、Service Packの「slipstreamed」インストールにより SUS 1.0 SP1 (つまり SUS 1.0 + SP1) がインストールされます。
* 注： SUS 1.0 SP1 がすでにインストールされている状態で SUS SP1 の実行ファイル (SUSSP1.exe) を実行すると、SUS 1.0 SP1 のアンインストールを確認するメッセージが表示されます。
すでにインストールされている SUS 1.0 をアップグレードするのではなく、「slipstreamed」 インストールにより SUS 1.0 SP1 をインストールし直す場合は、[プログラムの追加と削除] で、あらかじめ SUS 1.0 をアンインストールしておいてください。アンインストールが完了してから、「3.3 Service Pack 1 のインストール」で説明する手順にしたがってインストール作業を行ってください。
2.2 Service Pack のインストールに必要なハードディスク空き容量
SUS 1.0 SP1 のインストールに必要な空き容量は SUS 1.0 と同じです。SUS 1.0 および SP1 のインストールには、約 50 MB の空き容量が必要です。 

* 注： 上記「空き容量」は、Microsoft サーバー製品群のコンテンツ同期に必要な容量を含みません。
2.3 Service Pack 1 のインストール
以下のリンク先から IIS Lockdown ツールの最新版をインストールしてください。
http://microsoft.com/technet/treeview/default.asp?url=/technet/security/tools/tools/locktool.asp
注意：ご利用の IIS をセキュアな状態に保つため、Microsoft では上記ツールのインストールを強くお勧めします。IIS Lockdown Wizard は IIS の不要な機能をオフにすることにより、ハッカーによる攻撃を受けやすい部分を縮小します。
SUS 1.0 SP1 サーバーのインストール
1) SUSSP1.exe をローカル フォルダにダウンロードします。
2) このファイルをダブルクリックして、インストールを開始します。 

SUS SP1 自動更新クライアントの展開
1) SUS 1.0 をアップグレードする場合
a. SUS 1.0 SP1 サーバーのインストールが正常に完了し、稼動中の Windows Update サーバーで利用できる最新のコンテンツと同期をとると、自動更新クライアントは自動的に最新の SUS 1.0 SP1 クライアントにアップグレードされます。SUS 1.0 SP1 サーバーのインストール後は、上記のような状態となるのが正しい動作です。
2) クリーン インストールの場合
a. 自動更新クライアントの展開に関する情報については、「Microsoft Software Update Services の展開」 (展開についてのホワイト ペーパー) を参照してください。 

注意：Windows Server 2003 の SUS Admin Web サイト アクセスに関する問題
Windows Server 2003 をよりセキュアなサーバーとする結果として、SUS SP1 のインストール後、SUS サイトへのアクセスに問題が生じる場合があります。例えば、以下のような状況が考えられます。
1. SUS のインストール先が既定の Web サイトで、特定の IP アドレスを保持している場合
解決方法：“[イントラネット] の [Web サイト] リストに「http://<IP アドレス>」を追加します。ブラウザ ウィンドウを閉じます。ブラウザ ウィンドウを新規作成し、アドレス「http://<IP アドレス>/SUSAdmin」 のサイトを表示します。 
 
2. [管理ツール] フォルダの「Microsoft Software Update Services」ショートカットで SUS サーバーを管理する場合
解決方法：ショートカット アイコンをダブルクリックするとアドレス「http://<コンピュータ名>/SUSAdmin」のサイトが表示されます。クライアント側の Internet Explorer で [イントラネット] の [Web サイト] リストに「http://<コンピュータ名>」が追加されていることを確認します。 
3. (イントラネット内の) 他のコンピュータで SUS サーバーを管理する場合
解決方法：クライアント側の Internet Explorer で [イントラネット] の [Web サイト] リストに「http://SUSServer_<コンピュータ名>」が追加されていることを確認します。 
注意： [イントラネット] の [Web サイト] リストには、「http://<ローカルホスト>」が既定で追加されます。
[信頼済みサイト] の [Web サイト] リストに Web サイトを追加するには?
Internet Explorer を起動し、[ツール] – [インターネット オプション] を選択します。表示されるダイアログの [セキュリティ] タブをクリックします。[信頼済みサイト] を選択し、[サイト] をクリックします。アクセスしたいサイトをテキスト フィールドに入力し、[Web サイト] リストに追加します。表示されたダイアログをすべて閉じます。
[イントラネット] の [Web サイト] リストにサイトを追加するには?
Internet Explorer を起動し、[ツール] – [インターネット オプション] を選択します。表示されるダイアログの [セキュリティ] タブをクリックします。[イントラネット] を選択し、[サイト] をクリックします。続いて、[詳細設定] をクリックします。アクセスしたいサイトをテキスト フィールドに入力し、[Web サイト] リストに追加します。表示されたダイアログをすべて閉じます。
3.0 SUS 1.0 SP1 サーバー
3.1 改良された点
従来の SUS サーバーに比べ、SUS Service Pack 1.0 サーバーでは、次の点が改良されています。
3.1.1 Windows 2000 ドメイン コントローラおよび Small Business Server 上でも稼動
従来の SUS 1.0 は Windows 2000 ドメイン コントローラ、あるいは Small Business Server 上で利用できませんでした。Service Pack 1 では、SUS サーバーから上記の制限をなくしました。SUS 1.0 SP1 は上記の 2 プラットフォームにインストールできます。
SUS 1.0 SP1 サーバーを Windows 2000 ドメイン コントローラにインストールするには、まずインストール先のコンピュータをドメイン コントローラとして設定し、その後で SUS 1.0 Service Pack 1.0 をインストールする必要があります。SUS サーバーをインストールした後でインストール先のサーバー コンピュータをドメイン コントローラに設定すると、SUS サーバーがアンインストールできなくなりますので、ご注意ください。 
3.1.2 IIS Lockdown ツールとの統合性を向上
SUS サーバーをインストールする前に、サーバー コンピュータに IIS Lockdown ツールあるいは URLScan のいずれかがインストールされていれば、SUS サーバーのセットアップで同じツールが再度インストールされることはありません。また、URLScan の設定あるいは IIS Lockdown の際にセットされた設定内容に変更が加わることはありません。
IIS 設定ファイル (メタベース) のバックアップをとっている場合、SUS のセットアップにより IIS メタベースのバックアップが削除されることはありません。
3.1.3 ソフトウェア更新パッケージの [詳細] リンク
更新アイテムの [詳細] ページには、RTF ファイルへのショートカット アイコンが含まれている場合と含まれていない場合があります。RTF ファイルの中には Microsoft の Web サイトにリダイレクトされるものがあります。このような RTF ファイルは、インターネットに接続されていないと表示できません。 
3.2 修正された点
SUS Service Pack 1.0 サーバーでは次の点が修正されています。
1. SUS サーバーが常に、既定の IIS Web サイトにインストールされるようになりました。
2. Windows Server 2003 がサポートされるようになりました。
3. プロキシ サーバーのタイムアウトが延長されました。
4. ソフトウェア カタログの名称が変わりました。
3.2.1 SUS サーバーを常に既定の IIS Web サイトにインストール
既定の Web サイトが実行されていれる場合、SUS サーバーはこの既定 Web サイトにインストールされます。既定 Web サイトが実行されていない場合は Web サイトが新規に作成され、この新規 Web サイトに SUS サーバーがインストールされます。
3.2.2 新たに Windows Server 2003 をサポート
3.2.3 プロキシ サーバーのタイム アウト延長
プロキシ サーバーのタイムアウトを 5 分に延長しました。SUS サーバーを低速のインターネット接続でしか利用できないユーザーやプロキシ サーバー上でウィルス スキャンを有効にしているユーザーでも、余裕をもって作業に取り組むことができます。
3.2.4 ソフトウェア カタログの名称変更
同期プロセスによりダウンロードされるのは、以下の 2 ファイルとなります。
Aucatalog1.cab 

AU rtf1.cab

4.0 自動更新
4.1 改良された点
自動更新機能で改良された点は次の通りです。 
4.1.1 待機時間の再スケジュール
管理者が「HKLM\SOFTWARE\Policies\Microsoft\Windows\WindowsUpdate\AU」にレジストリ値「RescheduleWaitTime」を作成できます。この値は 1～60 の範囲の DWORD 値で、1～60 の値は 1分～60分 (1 時間) を指します。
 

この変更は、次回の予定インストール実行時間を指定する機能を提供するものです。予定されたインストールが実行されなかった場合は、自動更新機能によって次回インストール日時が再スケジュールされるようになりました。「RescheduleWaitTime」の値を 1～60 の範囲で指定しておくと、予定時刻にインストールが実行されない場合に、自動更新機能によって「本来のサービスの開始時刻 + RescheduleWaitTime の指定値 (分)」でインストールを実行するよう、スケジュールが組み直されます。
 

この機能は以下 3 つの基本ルールに従います。
1. 予定された時刻にインストールが行われなければ、「システムの起動時刻 + RescheduleWaitTime の指定値 (分)」にインストールが行われるよう、スケジュールが組み直されます。
2. ただし、コントロール パネルまたはポリシーでインストール予定日時を指定し直した場合は、この予定日時が優先的に適用されます。この場合、自動更新による再スケジュールは行われません。
3. 再スケジュールが行われた状態 (再スケジュール モード) では、再スケジュールによる指定時刻が優先的に適用されます。この場合、「本来のスケジュール設定による次回インストール実行日時」*にインストールが行われることはありません。ただし、「本来のスケジュール設定による次回インストール日時」の方が「再スケジュールによる指定時刻」よりも早く (先に) 到来する場合は、「本来のスケジュール設定による次回インストール日時」が優先されます。
*「本来のスケジュール設定による次回インストール実行日時」について：自動更新機能により、起動時に設定されたスケジュールから「本来のスケジュール設定による次回インストール実行日時」が計算されます。次に、算出された日時を「ScheduledInstallDate」の値と比較します。2 つの値が異なる場合、「本来のスケジュール設定による次回インストール実行日時」は (1) 自動更新機能の内部処理により、次回のインストール予定日時として設定され、(2) レジストリ キー「ScheduledInstallDate」に書き込まれます。そして、(3) 次回インストール予定日時を宣言するイベントが発行されます。
次のシナリオは、上記の動作変更を説明するものです。
IT 管理者がシステムの起動後、直ちにインストールを実行したいと考えています。
1. IT 管理者は自動更新機能に関する設定を行います。毎日午前 3 時にインストールが行われるよう、ポリシーを設定します。
2. IT 管理者はログオン スクリプトで、レジストリ値「RescheduleWaitTime」を「1」に設定します。
3. 自動更新機能が更新すべきデータを検出し、この更新データをダウンロードします。これで、午前 3 時にインストールが実行される準備が整いました。
4. 管理者でないエンド ユーザーに「インストール準備完了」のメッセージは表示されません。
5. エンド ユーザーは (インストールが予定されていることを知らずに) コンピュータの電源をオフにしてしまいます。
6. コンピュータの電源がオフとなっている間に、インストールの予定時刻が過ぎてしまいます。
7. エンド ユーザーがコンピュータの電源をオンにします。
8. 自動更新機能が起動し、予定時刻にインストールが実行されなかったことを認識します。
9. 次に、自動更新機能は「RescheduleWaitTime」が「1」に設定されていることを認識します。
10. インストールの再スケジュールが行われる際、自動更新機能は新規設定時刻を宣言するイベント ログを作成します。 

11. そのまま 1 分が経過すると自動更新機能は、その時点での設定に従って予定インストールを実行します。
12. この予定時刻以前に、このコンピュータに新たにログインしてきたユーザーはいませんでした。したがって、自動更新機能によってインストールの遅延を防ぐことができたと言えます。また、ここまでに行われた処理をユーザーが認識する必要はありません。 

13. 必要に応じ、ログイン要求が処理される前に、自動更新機能によってコンピュータがリブートされる場合もあります。
お客様は、サービスの開始後 15 分ごとにインストールが実行されるよう、スケジュールしたいと考えています。
1. ローカルの管理者が自動更新機能に関する設定を行います。毎日午前 3 時にインストールが行われるよう、コントロール パネルで設定します。
2. ローカルの管理者は、レジストリで直接、レジストリ値「RescheduleWaitTime」を「15」に設定します。
3. 自動更新機能が更新すべきデータを検出し、この更新データをダウンロードします。これで、午前 3 時にインストールが実行される準備が整いました。
4. インストールが予定されていることを告げるメッセージが表示されますが、ローカルの管理者は無視してしまいます。
5. ローカルの管理者がコンピュータの電源をオフにしてしまいます。
6. コンピュータの電源がオフとなっている間に、インストールの予定時刻が過ぎてしまいます。
7. ローカルの管理者がコンピュータの電源をオンにします。
8. 自動更新機能が起動し、予定時刻にインストールが実行されなかったことを認識します。
9. 次に、自動更新機能は「RescheduleWaitTime」が「15」に設定されていることを認識します。
10. インストールの再スケジュールが行われる際、自動更新機能は新規設定時刻を宣言するイベント ログを作成します。 

11. ローカルの管理者はインストールの予定時刻以前に、ログオンしてしまいます。
12. そのまま 15 分が経過すると自動更新機能は、その時点での設定に従って予定インストールを実行します。
13. ローカルの管理者には、インストール開始の 5 分前からカウントダウン タイマーが表示されます。 

14. カウントダウンが終了するとタイマーが表示されなくなり、インストールが開始されます。
4.1.2 ユーザーのログオン中に自動リブートを行わない
管理者は「HKLM\SOFTWARE\Policies\Microsoft\Windows\WindowsUpdate\AU」にレジストリ キー「NoAutoRebootWithLoggedOnUsers」を作成できます。この値は「0」 (false) あるいは「1」 (true) の DWORD 値で指定します。DWORD 値として指定できるのは (「0」や「1」などの) 数値だけです (「false」や「true」では指定できません)。リブート保留状態でこの値を変更すると、この変更は次のリブート保留状態に入るまで考慮されません。
管理者がレジストリ キー「NoAutoRebootWithLoggedOnUsers」を作成し、この値を「1」に設定すると、ログオン中の管理者あるいは非管理者ユーザーに表示されるリブート カウントダウン ダイアログの動作 (ボタンの「アクティブ」および「非アクティブ」など) は、今回の機能変更により、それぞれ以下の通りとなります。 

管理者ユーザーに対して：
· [いいえ] ボタンは従来通り「アクティブ」でクリックできます。 

· リブート ダイアログが表示された時点で他にログオンしている管理者ユーザーがいなければ、[はい] ボタンは従来通り「アクティブ」でクリックできます。
· リブート カウントダウン プログレス バーおよびプログレス バー下部のテキストは表示されなくなります。
非管理者ユーザー


· [いいえ] ボタンは従来通り「非アクティブ」です。 

· リブート ダイアログが表示された時点で他にログオンしている非管理者ユーザーがいなければ、[はい] ボタンは従来通り「アクティブ」でクリックできます。
· ただし、ローカル セキュリティ ポリシーでそのユーザーにリブートが許可されていない場合、[はい] ボタンは「非アクティブ」となります。ユーザーのリブート許可はユーザー トークンの SEShutdown 権限のチェックによって識別されます。
· リブート カウントダウン プログレス バーおよびプログレス バー下部のテキストは表示されなくなります。
主要なシナリオ：ワークステーション上の非管理者ユーザー
セットアップ：
· 毎日午前 3 時にインストールが実行されるよう、管理者がスケジュールを設定します。
· 管理者はデスクトップのユーザーに対し、非管理者ユーザーとしての実行を要求します。
· 管理者は「NoAutoRebootWithLoggedOnUsers」の値を「1」に設定します。
上記の結果として生じるクライアント側の動作：
1. 自動更新機能が更新データを検出、ダウンロードし、インストールの実行予定時刻を午前 3 時に設定します。
2. ログオンしていた非管理者ユーザーは、その日の作業終了時にワークステーションをロックしたまま帰宅してしまいます。
3. 午前 3 時に、予定されたインストールが開始されます。
4. この更新インストールの完了には、コンピュータのリブートが必要です。
5. 自動更新機能によりユーザーに対してダイアログが表示され、リブートが必要なセッションにロックがかかっていることを通知します。
6. 翌朝 9 時に、上記のユーザーがワークステーションのロックを解除します。この時、リブートを要求するダイアログが表示されます。
7. ダイアログの [いいえ] ボタンが「非アクティブ」でクリックできないため、このユーザーがリブートを見送ってダイアログを閉じることはできません。ワークステーション上にログインしている唯一のユーザーであったため、[はい] ボタンをクリックすることができます。
サブシナリオ A – あるサーバー上の非管理者ユーザー
· 既定では、ローカル セキュリティ ポリシーで非管理者ユーザーに Windows サーバーのリブート権限が付与されることはありません。
· 予定されたインストールの開始時刻に複数の非管理者ユーザーがログオンするものとします。
1. リブートが必要な更新データのインストールが終了すると、ログオン中の全ユーザーにダイアログが表示され、リブートが必要である旨が通知されます。
2. 非管理者ユーザーに表示されるダイアログでは [いいえ] ボタンが「非アクティブ」でクリックできないため、リブートを見送ってダイアログを閉じることはできません。
3. 上記の非管理者ユーザーにはサーバーをリブートする権限がないため、[はい] ボタンも「非アクティブ」でクリックできません。
4. さらに別のユーザーがログオンしてくる場合も同じダイアログが表示され、インストールの完了にサーバーのリブートが必要である旨が通知されます。
サブシナリオ B – ユーザーのログオフ
· インストールの完了にリブートが必要となった時点で、1 人または複数のユーザーがログオンしています。 

1. ログオン中の全ユーザーにダイアログが表示され、リブートが必要である旨が通知されます。
2. システムのイベント ログには「イベント ID 21」が記録されます。
	Restart required (再起動が必要です)：To complete the installation of the following updates, the computer must be restarted. (以下の更新インストールを完了するため、コンピュータを再起動する必要があります。)Until this computer has been restarted, Windows cannot search for or download new updates. (このコンピュータが再起動されるまで、Windows は新しい更新の検索やダウンロードを行えません。)

	- Security Update - March 16, 2002


3. ユーザーがログオフする度に、自動更新機能は、ログオン中のユーザーが残っていないか確認します。
4. ログオン中のユーザーがいなくなれば、ユーザーのデータが失われるおそれはなくなります。この時点で、コンピュータは自動的にリブートされます。 

5. 自動更新機能により、システムのイベント ログに「イベント ID 22」が記録されます。
	Restart required (再起動が必要です)：To complete the installation of the following updates, the computer will be restarted within five minutes. (以下の更新インストールを完了するため、このコンピュータは 5 分以内に再起動されます。) Until this computer has been restarted, Windows cannot search for or download new updates. (このコンピュータが再起動されるまで、Windows は新しい更新の検索やダウンロードを行えません。)

	- Security Update - March 16, 2002


6. 自動更新機能によりコンピュータがシャットダウンされます。
次の表は「NoAutoRebootWithLoggedOnUsers」を「1」に設定した場合と、「1」でない場合の動作の違いを示すものです。
	予定インストール終了後のシナリオ
	「NoAutoRebootWithLoggedOnUsers」の値が「1」の場合
	「NoAutoRebootWithLoggedOnUsers」の値が「1」でない場合

	ログオン中のユーザーなし
	インストールの終了後、ただちに自動リブート。
	インストールの終了後、ただちに自動リブート。

	ログオン中の管理者が 1 人だけ
	リブート通知。ユーザーによるシャットダウン開始または見送りの選択が可能。 
通知の際、カウントダウンタイマーは表示されず。ユーザーによるシステムのシャットダウンが必要。
	リブート通知。ユーザーによるシャットダウン開始または見送りの選択が可能。 
通知の際、5 分間のカウントダウンタイマー表示。カウントダウン終了とともにリブート開始。

	ログオン中の非管理者ユーザー (リブート権限あり) が 1 人だけ
	リブート通知。ユーザーによるシャットダウン開始が可能。シャットダウン見送りは不可。
通知の際、カウントダウンタイマーは表示されず。ユーザーによるシステムのシャットダウンが必要。
	リブート通知。ユーザーによるシャットダウン開始が可能。シャットダウン見送りは不可。 
通知の際、5 分間のカウントダウンタイマー表示。カウントダウン終了とともにリブート開始。

	ログオン中の非管理者ユーザー (リブート権限なし) が 1 人だけ
	リブート通知。ユーザーによるシャットダウン開始および見送りはいずれも選択不可。
通知の際、カウントダウンタイマーは表示されず。権限を持つユーザーがシステムをシャットダウンするまで待機する必要あり。
	リブートを通知。ユーザーによるシャットダウン開始および見送りはいずれも選択不可。 
通知の際、5 分間のカウントダウンタイマー表示。カウントダウン終了とともにリブート開始。

	他のユーザーのログオン中に管理者がログオン
	リブート通知。ユーザーによるシャットダウン開始は不可。シャットダウン見送りは可能。
通知の際、カウントダウンタイマーは表示されず。ユーザーによるシステムのシャットダウンが必要。
	リブート通知。ユーザーによるシャットダウン開始は不可。シャットダウン見送りは可能。 
通知の際、5 分間のカウントダウンタイマー表示。カウントダウン終了とともにリブート開始。

	他のユーザーのログオン中に非管理者 (リブート権限あり) がログオン。
	リブート通知。ユーザーによるシャットダウン開始および見送りはいずれも選択不可。
通知の際、カウントダウンタイマーは表示されず。ユーザーによるシステムのシャットダウンが必要。
	リブート通知。ユーザーによるシャットダウン開始および見送りはいずれも選択不可。 
通知の際、5 分間のカウントダウンタイマー表示。カウントダウン終了とともにリブート開始。

	他のユーザーのログオン中に非管理者 (リブート権限なし) がログオン。
	リブート通知。ユーザーによるシャットダウン開始および見送りはいずれも選択不可。
通知の際、カウントダウンタイマーは表示されず。権限を持つユーザーがシステムをシャットダウンするまで待機する必要あり。
	リブート通知。ユーザーによるシャットダウン開始および見送りはいずれも選択不可。 
通知の際、5 分間のカウントダウンタイマー表示。カウントダウン終了とともにリブート開始。


注意：ログオン中のユーザー全員がログオフすると、更新データのインストールを完了させるため、自動更新によりコンピュータが再起動されます。 

4.2 修正された点
自動更新機能について修正された点は以下の通りです。 

4.2.1 ログオン中のユーザーに対するリブート通知
インストール完了にリブートが必要な場合は、自動更新機能による予定インストールが終了した時点でログオンしていたユーザーにリブート通知を表示するだけでなく、それ以降にログオンしてくる別のユーザーに対してもリブートが通知されるようになりました。 

4.2.2 予定インストールでユーザーのリブート権限を識別
予定インストールの完了にリブートが必要な場合、インストールの終了時点でダイアログが表示されます。このダイアログでリブート開始を選択する [はい] ボタンが、各ユーザーのリブート権限の有無により、選択的に「アクティブ」または「非アクティブ」で表示されるようになりました。リブート開始を選択できるのは、「システムのシャットダウン」ポリシーで宣言されたユーザーに限定されます。ただしこれは、ログオン中のユーザーが 1 人しかいない場合の話です。自動更新機能では、他のユーザーのログオン中に単一のユーザーがコンピュータのリブートを開始することはできません。
「システムのシャットダウン」 ポリシーは、Security Settings\Local Policies\User Rights Assignment にあります。
4.2.3 更新記録のテキスト折り返し表示
自動更新機能により更新記録に関するテキスト情報が表示される際、テキストの折り返し表示に問題がありましたが、この問題は修正されました。 

4.2.4 ソフトウェア更新パッケージの [情報] ページへのリンクを削除
詳述：RTF ページはすでになくなりました......

5.0 その他の参照リソース
Microsoft Software Updates Services の最新情報については、http://www.microsoft.com/windows2000/windowsupdate/sus/default.asp を参照してください。
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